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ドイツの美術史家であり、ベルリン国立絵画館学芸員をへてハンブルグ大学の教授であったヴォル
フガング・シェーネ（19101989）が、1954年に刊行した絵画に現れた光をテーマに論究した名著
である。中世・近世・現代という西洋の大きな時代区分の絵画の様々な光の種類を理解し、ことに
中世絵画から発する画中光の歴史と問題点の流れを追って、その光の形而上学の意義を明確にしな
がら、芸術に現れた光の歴史を精緻な分析で記述した類例のない貴重な文献であり、光と絵画につ

いての歴史的な根本資料である。

オットー朝刊本彩飾画独特の一面の淡い色、フランス大聖堂のステンド・グラス、金地の現象、14世
紀から16世紀までの絵画的主題のタペストリー、ラファエッロ、カラヴァッジオ、ルーベンス、1800

年以降の絵画、色彩その他についての研究から、私は次第に西洋絵画に現れた光について考察するよ
うになった。それを確認し、考察の意味を説明する試みにおいて、私は次のような周知の事実に出会
った。即ち、後期古代絵画が陰影を知っていたにも拘わらず、中世絵画では近世絵画と対照的に陰影
がないこと、および現代絵画では陰影が再び消えてしまったことである。それが私の研究の出発点と
なった。中世、近世、現代という西洋の大きな時代区分の絵画の様々な光の種類を理解し、その流れ
を追い意義を明確にしながら、その歴史を大きな特徴で記述するようにできればと思っている。この
テーマについて徹底して論じきるということはない。私はただ問題を提起し、私に特に興味深く啓発
的に思える、画中光の歴史の幾つかの章と問題点に読者の注意を喚起できるにすぎない。その際、私
が心がけたことは、第二次大戦後に再び自分で見ることができた美術作品をおもに取り上げること、
十分に原作を見ることができなかったものに対しては上記と異なる研究上の一線を引くことである。
光も色彩も自分の眼で判断することが特に重要であるので、複製を見てこの問題と美術作品について
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